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福島原発事故の教訓

• 複合災害…地震・津波・原発事故

• 広範囲にわたった放射能汚染
…30km以遠の飯舘村も全村避難
…60kmはなれた福島市も20μSv／時超

• 狭すぎ、遅すぎた避難指示

• SPEEDIが活用されず、汚染の方向に避難

• 守られなかった「緊急時マニュアル」

• 困難をきわめた要援護者の避難

→「住民を被ばくから守る」というよりも、
「大ごとにしない」「混乱を避ける」「社会的インパクトをなるべく小さく」「避難はミニマ
ムに」「産業を守る」に重点が置かれた



原子力災害対策指針

500μSv／時で即時避難、20μSv／時で1
週間以内に一時移転
指示がでるまでは屋内退避

PPAはどうするか？→立ち消えに





石川県地域防災計画ー原子力防災計画編（令和５年５月25日修正）

自治体・住民への指示伝達は？





「志賀町原子力防災ハンドブック避難所マップ」（平成31年3月）



原子力規制委員会によるシミュレーション（平成２６年５月２８日）

「屋内退避」すれば十分というシ
ミュレーション
セシウム137の放出量は、福島原
発事故の規模の100分の1以下と
いう前提



志賀地域 第１回原子力防災協議会作業部会資料
2015年6月30日



志賀地域 第１回
原子力防災協議会
作業部会資料
2015年6月30日



実際は…

能登半島から金沢市方面へ抜ける自
動車専用道路が全面通行止めになる
など、原発から30キロ以内の国道や
県道では主な避難路を含め20か所余
りで、少なくとも5日以上は通れな
い状態が続きました。

（NHKオンライン「志賀原発相次
ぐトラブル地震で何が起きていたの
か？」2024年1月22日)

志賀地域 原子力防災協議会作業部会

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240122/k10014329711000.html


石川県地域防災計画ー原子力防災計画編（令和５年５月25日修正）



第５回志賀地域原子力
防災協議会作業部会



志賀地域 原子力防災協議会作業部会



安定ヨウ素剤

放射性ヨウ素による甲状腺の
内部被ばくを予防

被ばく24時間前から被ばく2時間後までの間に服用することに
より、放射性ヨウ素の甲状腺への集積の 90％以上を抑制。
被ばく後であっても、8 時間後であれば、約40％の抑制効果が
期待できる。

（原子力規制委員会「安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって」）

タイミングが重要



安定ヨウ素剤の備蓄、配布

• PAZ（5km圏内）：事前配布

• UPZ（30km圏内）：備蓄
避難の途中、集合場所、避難所などで配布

• 石川県では避難住民に対して安定ヨウ素剤を配布するため、１５ヵ所に合計
1,029,000丸の丸剤と14,000g の粉末を備蓄

UPZの避難指示：放射性物質の放出後、空間線量率が上昇してから（即時避難：毎時500
マイクロシーベルト、１週間以内の避難：毎時20マイクロシーベルト）
• 被ばく前の安定ヨウ素剤の服用は無理
• 自治体職員が配布にあたる→不可能

避難時の混乱時に避難途中での配布は無理！



現在の原子力災害対策指針
およびそれに基づく避難計画

震災で生じたこと
指針・避難計画の内容との乖離

5km圏内（PAZ）では、原子力施設の状態
の基づき、「全面緊急事態」となったら避
難開始
事前に配布されている安定ヨウ素剤を服用

 家屋倒壊・津波で、一刻も早い避難が求められた。
 ヨウ素剤を探し出し、服用するような余裕はない。
 通信が断絶された地域も多く、避難指示が伝わらない。

30km圏内（UPZ）では一定の線量になるま
で屋内退避。
（屋内退避によって、被ばくを防げるとい
う前提となっている）

 家屋倒壊・津波で、一刻も早い避難が求められた。
 屋内退避で指示を待つような状況ではない。
 場所によっては、農業用ハウスや、車中泊、倉庫などでの
避難も余儀なくされ、被ばく防護などできない環境下に置
かれる。

30km圏内（UPZ）では一定の線量で避難指
示

 モニタリングポストの欠測が生じていた。
 通信が断絶された地域も多く、避難指示が伝わらない。

避難は、国道、県道などの主要な幹線道路
を使って、決められた避難先に避難

 道路の寸断、地盤隆起で、避難は困難
 避難先も被災
（志賀町の3分の1、穴水町は、能都町、珠洲市に避難することになっていた）

避難退避時検査（スクリーニング）の実施  渋滞および混乱は必至
 自治体職員のキャパシティを超える

安定ヨウ素剤は拠点備蓄、避難の途中で配
布

 自治体職員に備蓄拠点まで安定ヨウ素剤をとりに行き、途
中で配布するような余力なし



能登半島地震を踏まえた要請提出集会
－「原発動かさないで」
全国各地から市民が発言

• 日時：2024年1月31日（水）11:00～13:30

• 場所：参議院議員会館B105（定員50名）
およびzoomミーティング

• 内容：要請書の提出

• 各地からの発言…石川、新潟、島根、宮城、福井、大阪、
茨城、佐賀、鹿児島 ほか

• 報告集会


